


明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
29
年
度

久
留
米
市
表
彰

11
月
3
日（
文
化
の
日
）市
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
文
会
員
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2

芸
術
奨
励
賞

久
留
米
市
功
労
者

　

邦
楽
部　 
み
や
ざ
き　
都

　

久
留
米
市
出
身
、中

村
雅
楽
芙
美
師
に
入
門
。

箏
、地
唄
三
絃
を
吉
崎

克
彦
に
、25
絃
箏
を
野

坂
惠
子
に
師
事
。

　

第
２
回
、第
３
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
２
年
連
続
奨
励
賞
受
賞
。久
留
米

連
合
文
化
会
賞
受
賞
。ソ
ロ
活
動
の
他
、様
々

な
洋
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、邦
楽

に
と
ど
ま
ら
ず
、幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
新

し
い
音
楽
的
表
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

2
0
1
6
年
、デ
ュ
オ
D
I
V
A
で
C
D

「
夜
想
曲
」を
リ
リ
ー
ス
。2
0
0
3
年
か
ら
10

年
に
わ
た
り
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
筝
曲
部

講
師
を
つ
と
め
る
。

　

現
在
、福
岡
と
小
郡
に
て
み
や
ざ
き
都 

箏
・

三
絃
教
室
主
宰
。

　

茶
道
部　 

草
場　
玲
子

　

茶
道
裏
千
家
名
誉
師

範
・
昭
和
30
年
銀
行
勤

務
の
傍
ら
裏
千
家
久
留

米
支
部
創
立
者
故
堀
内

宗
喜
師
に
入
門
。以
来
50
数
年
茶
道
の
精
神
和

敬
清
寂
に
導
か
れ
今
日
に
至
る
。社
中
指
導
と

共
に
平
成
元
年
よ
り
23
年
間
県
立
福
島
高
校

で
正
科
に
採
用
さ
れ
た
茶
道
の
指
導
。平
成
18

年
よ
り
久
留
米
茶
道
連
合
会
法
要
大
茶
会
の

世
話
役
。海
外
茶
道
紹
介
と
し
て
平
成
8
年
米

モ
デ
ス
ト
市
短
期
留
学
生
茶
道
体
験
指
導
。同

27
年
中
国
合
肥
市
文
化
交
流
団
員
と
し
て
野

点
披
露
。周
囲
の
全
て
の
皆
様
の
御
指
導
ご
協

力
に
感
謝
の
毎
日
で
す
。

文
化
振
興
、社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、

市
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
分
野
で
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

洋
楽
部　 

北
嶋　
季
之

　

平
成
6
年
に
武
蔵
野

音
楽
大
学
大
学
院
を
修

了
後
、地
元
久
留
米
に

戻
り
、演
奏
活
動
を
行
う
。

平
成
11
年
に
は
、所
属
し
て
い
る
久
留
米
連
合

文
化
会
に
お
い
て
久
留
米
連
合
文
化
会
賞
を

受
賞
し
、平
成
29
年
久
留
米
市
芸
術
奨
励
賞
を

受
賞
。

　

現
在
、東
筑
紫
短
期
大
学
に
て
教
鞭
を
執
り

な
が
ら
、県
内
外
の
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
リ

サ
イ
タ
ル
の
ソ
リ
ス
ト
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
オ
ペ

ラ
な
ど
多
数
出
演
し
て
い
る
。 

北
ブ
ロ
ッ
ク

古
典
芸
能
祭　

あ
さ
く
ら

第
25
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
2
0
1
7

第
17
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

久
留
米
茶
道
連
合
会
大
茶
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
要
茶
会
）

第71回　
　

11
月
12
日
（日）
、

梅
林
寺
に
お
け

る
物
故
会
員
の

施
餓
鬼
法
要
。早

朝
か
ら
の
法
要

に
も
か
か
わ
ら

ず
多
勢
の
お
参

り
を
い
た
だ
き

感
謝
ひ
と
し
お

で
し
た
。続
い
て

各
流
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
席
で
心
か
ら
の
一
碗
を
供

し
ま
し
た
。晴
天
に
恵
ま
れ
稟
と
澄
ん
だ
早
朝

の
茶
会
。5
0
0
名
を
越
す
参
加
者
で
大
盛
会

会
で
し
た
。　　
　
　
（
茶
道
部
・
草
場 

宗
玲
）

　

10
月
9
日
（祝）

久
留
米
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
和
室
に

て
、着
付
け
と
日

本
舞
踊
の
講
座

を
開
催
し
ま
し

た
。若
い
方
か
ら

ご
年
配
の
方
ま

で
25
名
の
受
講

者
で
、会
場
は
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず
は
、き
ち
ん
と
指
導
を

受
け
な
が
ら
着
付
け
を
し
て
、美
し
い
姿
勢
や

日
本
舞
踊
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

着
付
け
と
日
本
舞
踊

日
本
舞
踊
・
謡
曲
・
箏
曲
・
尺
八
・
三
味
線

挨
拶
の
仕
方
を
学
び
、日
本
舞
踊
の
代
表
的
な

表
現
に
つ
い
て
見
て
い
た
だ
い
た
後
、『
京
の
四

季
』の
春
の
部
分
を
、み
ん
な
で
踊
っ
て
み
ま
し

た
。参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、日
本
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
日
本
舞
踊
の
魅
力
を
、感
じ
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。　　
　
（
日
本
舞
踊
部
・
藤
間 

勘
志
龍
）

in

　

11
月
12
日
（日）
、朝
倉
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
・

大
ホ
ー
ル（
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
）に
て
開
催
し
ま

し
た
。日
本
舞
踊
部
、謡
曲
部
、民
謡
部
が
出
演

し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）
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2
0
1
7
年
3
月
に
教
職
を
退

職
し
て
あ
ら
た
め
て
私
の
立
つ
場

所
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。き
っ
か

け
は
久
留
米
・
モ
デ
ス
ト
市
友
好

都
市
締
結
25
周
年
記
念
訪
問
団
で

の
交
流
で
あ
る
。

　

モ
デ
ス
ト
市
の
子
供
た
ち
が
絵

筆
を
と
り
漢
字
や
仮
名
を
書
く
。

久
留
米
絣
の
着
物
を
着
て
友
達
と

談
笑
す
る
。慣
れ
な
い
手
つ
き
で

箏
、三
味
線
、三
絃
の
演
奏
を
試
み

る
。生
活
様
式
や
言
語
の
違
う
人

間
が
文
化
と
い
う
一
つ
の
領
域
で
歓
び
を
共

有
し
た
の
で
あ
る
。そ
こ
に
は
作
品
の
上
手
、

下
手
は
な
い
。稚
拙
な
技
術
で
あ
っ
て
も
感
動

す
る
作
品
は
沢
山
は
あ
り
、そ
こ
に
は
、人
間

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
表
現

し
た
い
と
い
う
心
だ
け
が
存
在
し
た
。

　

私
達
は
上
手
い
か
下
手
か
で
作
品
を
色
分

け
し
て
い
な
い
か
、展
覧
会
の
入
落
で
一
喜
一

憂
し
て
い
な
い
か
、先
生
の
曇
っ
た
眼
鏡
の
価

値
判
断
で
作
品
を
見
て
い
な
い
か
、常
に
自
分

に
問
い
か
け
て
書
の
道
に
精
進
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

　

自
分
の
人
間
性
を
磨
く
こ
と
、そ
れ
が
立
派

な
書
を
完
成
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
か
も
し
れ

な
い
の
だ
か
ら
。

　

私
事
で
は
あ
る
が
昨
年
6
月
に
書
道
部
か

ら
総
合
文
化
部
門
に
移
籍
し
た
。

　
「
生
活
も
芸
術
で
あ
る
」と
川
端
康
成
は
書

い
て
い
る
。便
利
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、わ

れ
わ
れ
人
間
の
基
本
生
活
は
変
わ
る
こ
と
な

く
、一
日
二
四

時
間
で
あ
る
。

生
活
は
便
利

に
な
っ
た
が
、

人
間
の
持
つ

生
活
文
化
に

対
す
る
追
及

は
変
わ
ら
な

い
。し
か
し
、既
存
の
文
化
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

食
文
化
、庶
民
文
化
、地
域
文
化
、カ
ラ
オ
ケ

文
化
な
ど
と
い
う
言
葉
も
普
及
し
て
き
て
い

る
。舞
踏
と
言
わ
れ
た
ダ
ン
ス
も
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
、サ
マ
ン
ダ
ン
ス
、盆
踊
り
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、社
交
ダ
ン
ス
、チ
ア
ダ
ン
ス
、

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。ま
た
、太

鼓
文
化
や
、音
楽
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ほ
か
に

シ
ャ
ン
ソ
ン
も
あ
る
。絵
手
紙
も
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
の
中
で
は
人
気
の
講
座
で
あ
る
。視

点
を
変
え
れ
ば
、そ
れ
だ
け
文
化
が
人
々
の
生

活
の
中
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

連
文
も
こ
の
文
化
の
時
代
変
化
に
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。書
文
化
も
、既

存
の「
漢
字
」と「
か
な
」の
ほ
か
に「
漢
字
仮
名

交
じ
り
の
書
」が
高
校
芸
術
科
書
道
教
科
の
指

導
要
領
の
中
で
、必
修
単
元
と
な
っ
て
い
る
。

時
代
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
湧
き
起

こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
文
化
活
動
を
包

括
し
て
い
く
の
が
総
合
文
化
部
門
で
あ
る
。こ

れ
か
ら
先
の
私
の
文
化
活
動
を
、こ
の
総
合
文

化
部
門
に
捧
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
総
合
文
化
部　
企
画
運
営
委
員
・
諸
石　
祥
雲
）

総合文化の時代

合
肥
市
の
交
流
作
品
展
示

連
文
会
員
美
術
展
に
つ
い
て

第
46
回

美
術
部
門
副
会
長　

 

井
口　
益
次

　

本
年
の
特
徴
と
し
て
は
合
肥
市
の
交
流
作

品
の
展
示
で
あ
ろ
う
。

　

合
肥
市
は
1
9
8
0
年
5
月
久
留
米
市
と
友

好
都
市
締
結
を
し
て
い 

る
。　

当
時
の
人
ロ
は

2
5
0
万
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
現
在
の 

7
5
0
万
人
は
三
倍
増
と
な
り
驚
異
的
で
あ

る
。2
0
0
0
年
に
は
浦
園
会
長
を
は
じ
め
訪

間
団
を
派
遣
し
記
念
美
術
館
へ
連
文 

会
員
の

作
品
42
点
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　

今
回
は
美
術
館
落 

成
25
周
年
記
念
事
業
に

合
わ
せ
久
留
米
市
総
合
美
術
展
共
催 

事
業
と

な
っ
た
。10
月
10
日
、市
展
飾
付
の
日
、合
肥
市

の
美 

術
家
ほ
か
在
福
の
領
事
館
員
、通
訳
を
含

め
6
名
の
来
館
で
あ
っ 

た
。作
品
10
点
は
丸
め

て
筒
に
入
れ
ら

れ
無
造
作
に
運

び
込
ま 

れ
た
。

早
速
、用
意
さ

れ
て
い
た
ロ

ビ
ー
壁
面
に
ピ

ン
止
め
と
云
う

簡
易
な
展
示
と

な
っ
た
。時
間

な
ど
余
裕
が
あ

れ
ば
額
装 

に

よ
る
展
示
が
望

ま
れ
た
。そ
れ

で
も
流
石
、紙
と
筆
に
つ
い 
て
は
長
大
な
歴
史

を
持
つ
中
国
だ
け
に
伝
統
と
深
遠
さ
を
感
じ 

さ
せ
る
作
品
群
で
あ
っ
た
。

　

翌
11
日
、市
展
初
日
に
は
市
の 

国
際
交
流
課

長
、連
文
会
員
も
交
え
て
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。 

10
時
頃
よ
り
会
場
控
え
室
で
合
肥
市
作
家
に

よ
る
デ
モ
ス
ト 

レ
ー
ン
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。30

年
程
前
に
久
留
米
日 

中
友
好
協
会
の
合
肥
市

訪
問
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、近
親 

感
も
手

伝
っ
て
揮
毫
を
所
望
す
る
こ
と
に
し
た
。再
来

年
の
連
文
創
立
70
周
年
に
因
み
、孔
子
の
論
語

「
七
十
而
従
心
所
欲 

不
除
矩
」の
一
節
を
お
願

い
し
た
。  

現
在
、連
文
事
務
所
に
額 

装
し
掲
げ

て
い
ま
す
。





石
段
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

 　

森
哲
之
氏
の
書
く「
土
砂
」。復
興
へ
の
願

い
や
思
い
を
込
め
て
書
か
れ
た
規
則
正
し
く

羅
列
す
る
十
二
の「
土
砂
」の
重
層
の
中
に
何

か
の
恵
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
文
字
と
空
間
の
調
和
」の
な
か
に
響
く

ア
ー
ト
を
、書
の
か
た
ち
に
た
ず
ね
て
い
る

森
麻
衣
氏
の
人
文
字「
知
之
一
字
衆
妙
之

門
」。最
後
に
描
か
れ
た「
門
」は
何
処
ま
で
も

広
が
り
を
み
せ
る
こ
れ
か
ら
の
四
人
の「
書

の
協
奏
」の
入
り
口
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）
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桃
青
忌
俳
句
大
会

第64回　

2
0
1
7・
筑
後
・
詩
の
集
い

　

11
月
23
日
（祝）
、

御
井
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。晴

天
の
忌
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
選
句（
◎
）と

佳
作
は
次
の
通
り

で
す
。

第53回　
久
留
米
短
歌
大
会

第
25
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
2
0
1
7

第
17
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
短
歌
交
流
会

「
詩
の
朗
読
・
詩
の
お
話
」

表
彰
式

　

10
月
14
日
（土）
、久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
・
久

留
米
座
に
て
、県
民
文
化
祭
短
歌
大
会
・
県
ね

ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
短
歌
交
流
大
会
合

同
に
よ
り
開
催
。8
9
7
種
に
及
ぶ
作
品
の
応

募
は
、連
文
短
歌
部
が
底
力
を
発
揮
し
た
も
の

と
自
負
し
て
い
る
。若
手
歌
人
の
ホ
ー
プ
小
島

な
お
先
生
の
爽
や
か
な
講
演「
短
歌
の
窓
」と

歌
評
が
満
場
の
短
歌
愛
好
者
を
魅
了
し
た
。

◎　
福
岡
県
知
事
賞　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
年
の
老
い
を
重
ね
て
年
一
度
鞄
を
さ
げ

　

て
く
る
調
律
師　
　
　
春
日
市　

間　
千
都
子

◎　
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

　

バ
ン
ダ
ナ
の
妻
は
赤
猪
子
若
菜
摘
む
手
足

　

を
春
の
泥
に
汚
し
て　
北
九
州
市　

中
村　
重
義

◎　
福
岡
県
年
輪
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
大
会
会
長
賞

　

限
ら
れ
し
昼
休
み
な
り
い
と
し
子
に
母
乳

　

や
ら
む
と
車
走
ら
す　

朝
倉
市　
　

田　
喜
久
子

◎　
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞

　

流
星
群
な
が
る
る
音
に
響
き
た
り
銀
の
鍵

　

束
手
よ
り
零
れ
て　
　
う
き
は
市　

権
藤　
久
美
子

◎　
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
会
長
賞

　

ち
ち
は
は
の
家
は
丈
夫
に
建
ち
つ
づ
け
解
か

　

る
る
前
の
し
づ
か
な
柱　
筑
後
市　

井
寺　
容
子

◎　
久
留
米
市
長
賞             　
　

　

パッ
キ
パ
キ
ざ
く
ざ
く
ぷ
ち
り
春
告
げ
て
振
や

　

か
な
る
よ
野
菜
の
声
は　
八
女
市　

倉
員　
世
紀
子

◎　
久
留
米
市
教
育
委
員
会
賞

　

五
回
目
も
母
の
話
を
聞
い
て
い
る
相
槌
の

　

位
置
少
し
変
え
つ
つ　
北
九
州
市　

吉
村　
君
代

久
留
米
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
大
会

第2回　

お
と
が
い

あ
か　

い　
　

こ

お
う
ち

◎　
久
留
米
連
合
文
化
会
賞

　

回
遊
の
魚
の
や
う
に
八
月
の
空
を
い
づ
こ

　

を
た
ま
し
ひ
の
群
れ　
八
女
郡　

山
下　
整
子

◎　
福
岡
県
歌
人
会
会
長
賞

　
　

を
突
き
出
し
仰
ぐ
樗
の
木
お
ぼ
ろ
な
る

　

花
霞
の
如
き　
　
　
　
久
留
米
市　

佐
々
木　
と
み

◎　
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
高
齢
者
賞

（
男
性
）

　

親
戚
は
嬉
し
い
時
こ
そ
集
い
た
し
義
姉
の

　

白
寿
は
一
門
挙
げ
て　
福
岡
市　

小
松　
正
隆

（
女
性
）

　

花
の
季
に
十
四
人
目
の
曾
孫
生
ま
永
く
生

　

き
ゐ
る
喜
び
深
し　
　
朝
倉
市　

岩
本　
光
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
歌
部
・
栗
林 

喜
美
子
）

　
　
　
　
　
　
黒
田
充
女　
選

◎
顧
み
る
こ
と
多
か
り
し
翁
の
忌　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川　
章
子

　

準
備
す
る
こ
と
も
供
養
や
桃
青
忌　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坪　
久
美
枝

　

今
日
一
と
日
句
友
と
修
す
桃
青
忌　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　
み
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
谷
川
章
子　
選

◎
何
見
て
も
今
日
は
芭
蕉
忌
な
る
一
と
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子

　

時
雨
雲
仰
ぎ
し
ぐ
れ
忌
ご
こ
ろ
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　
愛
子

　

洗
車
す
る
紅
葉
の
山
を
走
ら
ん
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子

　
　
　
　
　
　
大
坪
久
美
枝　
選

◎
何
見
て
も
今
日
は
芭
蕉
忌
な
る
一
と
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子

　

芭
蕉
忌
や
山
路
に
入
れ
ば
旅
心　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川　
章
子

　

蓑
笠
の
行
脚
を
思
ふ
芭
蕉
の
忌　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
桂
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
俳
句
部
・
大
坪 

久
美
枝
）

　

平
成
29
年
11
月
19
日
（日）
午
後
1
時
半
よ
り
、

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
に
お
い
て
、福
岡
県
詩
人

会
と
の
共
催
に
よ
る
、詩
の
集
い
を
開
催
し
た
。

　

参
加
者
は
35
名
で
あ
っ
た
。司
会
は
詩
人
会

の
犬
童
さ
ん
。第
一
部
は
詩
の
朗
読
。会
員
か
ら
、

緒
方
和
実
、森
光
晴
子
、山
本
源
太
が
参
加
、詩

人
会
か
ら
5
名
、さ
ら
に
飛
び
入
り
参
加
が
3

名
。朗
読
は
筑
後
地
区
と
し
て
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
が
、活
字
で
読
む
詩
を
耳
で
聞
い

た
場
合
、ま
た
、朗
読
を
作
者
以
外
の
人
が
し
た

場
合
、作
品
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
だ
ろ
う

か
、さ
ら
に
音
楽
や
効
果
音
が
加
わ
れ
ば
…
朗

読
に
関
す
る
関
心
は
無
限
に
広
が
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

　

第
二
部
は
詩
の
お
話
。岡
田
哲
也
氏
に
講
演

を
お
願
い
し
た
。岡
田
氏
は
鹿
児
島
県
出
水
市

生
ま
れ
、詩
集
、エ
ッ
セ
イ
他
著
書
多
数
。現
在
、

西
日
本
新
聞
紙
上
で
詩
時
評
を
担
当
さ
れ
て
い

る
。こ
と
ば
の
ふ
る
さ
と　

心
の
ふ
る
さ
と
、と

い
う
演
題
の
も
と
、詩
人
自
ら
の
朗
読
に
つ
い

て
時
間
を
割
か
れ
た
。難
解
な
言
葉
も
、平
易
な

言
葉
も
、朗
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、相
手
に
、よ

り
言
葉
が
通
じ
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
部
・
緒
方 

和
実
）

　

11
月
5
日
（日）
、久
留
米
市
役
所
く
る
み
ホ
ー

ツ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

短
詩
型
文
芸
作
品（
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）

を
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
募
集
し
、1
2
8
5
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
特
選
9
人
、入
選
28
人
に
賞
状

と
賞
品
を
渡
し
盛
会
で
し
た
。

　
（
川
柳
部
・
堤 

日
出
緒
／
短
歌
部
・
堀
江 

英
毅
）
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11
月
11
日
　

（土）
・
12
日
　

（日）
、久
留
米
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
C
ボ
ッ
ク
ス
に
て
公
演
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

作
・
演
出
／
石
山
浩
一
郎

男
の
恋
は
意
気
地
な
し
、女
の
恋
は
意
地
っ
張
り　

　

井
原
西
鶴「
好
色
五
人
女
巻
二
・
樽
屋
お
せ

ん
」を
原
作
に
女
優
大
海
恵
の
一
人
芝
居
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。物
語

の
進
行
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
井
手
公
に
よ
る
生
演
奏
。

ま
た
、ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
中
島
聖
子
の
歌
も
随

所
に
披
露
さ
れ
、モ
ダ
ン
な
演
劇
作
品
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

公
演
は
2
日
間
と
も
満
席
、日
曜
日
に
は
入

場
制
限
を
す
る
と
い
う
活
況
で
、詰
め
か
け
た

観
客
か
ら
は
、大
い
に
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
映
画
演
劇
部
・
今
村
好
典
）

下
水
道
フ
ェ
ア
呈
茶
席

　

9
月
24
日
（日）
安
武
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下

水
道
の
役
割
や
大
切
さ
を
考
え
る
フ
ェ
ス
タ
が

あ
り
、3
5
0
0
人
の
来
場
者
で
溢
れ
ま
し
た
。

茶
席
で
は
二
百
名
の
お
客
様
に
お
茶
を
お
出
し

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

劇
団
P
R
O
J
E
C
T
ぴ
あ
公
演

「
極
め
つ
け
好
色
お
せ
ん
」

（
表
千
家
不
白
流
九
州
支
部
）

"

"

連
文
会
員
華
道
展

第37回　
　

今
年
の
華
展
も
、岩
田
屋
新
館
4
階
で
、前
期

９
月
6
日
（水）
か
ら
3
日
間
、９
月
9
日
（土）
ら
3

日
間
、会
員
84
名
、11
流
派
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
出
瓶
い
た
し
ま
し
た
。

　

見
学
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
も
、

3
0
0
0
名
を
越
え
私
達
会
員
も
大
変
喜
ん
で

お
り
ま
す
。来
場
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
や

す
ら
ぎ
ま
す
。」「
気
持
ち
が
落
ち
つ
き
ま
す
。」

な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展

第16回　大
賞
　
　

書
道
の
部　
　

八
女
市
立
上
妻
小
学
校
５
年　

平
島　
千
聖
さ
ん　

　

字
形
・
線
質
共
に
正
確
で
躍
動
感
の
あ
る
大

賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
部
長
・
北
村 

久
峰
）

大
賞
　
　

絵
画
の
部　
　

久
留
米
市
立
城
島
中
学
校
３
年　

古
川　
己
祥
さ
ん

　

彼
の
作
品
は

２
年
前
も
同
じ

く
大
賞
を
受
賞

し
て
お
り
、近

未
来
的
な
彼
独

特
の
作
風
は
色

使
い
、構
成
と

更
に
洗
練
さ
れ

唯
一
無
二
の
存

在
感
が
あ
り
、

再
び
審
査
員
の
目
を
惹
く
結
果
と
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
洋
画
部
長
・
宇
美 
拓
哉
）

　

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
公
募
展
。絵

画
の
部
4
5
8
点
・
書
道
の
部
1
8
9
5
点
の
応

募
が
あ
り
、入
選
入
賞
は
絵
画
１
９
７
点
・
書
道

9
5
3
点
で
し
た
。入
賞
の
1
7
0
点
を
10
月
6

日
　

（火）
か
ら
久
留
米
市
庁
舎
3
階
に
て
展
示
し

ま
し
た
。

ひ
ら
し
ま　

ち

さ
と

ふ
る
か
わ　

み

さ
き

　

今
回
は
呈
茶
だ
け
で
は
な
く
、お
点
前
も
と

考
え
、表
千
家
不
白
流
指
導
の
日
吉
子
供
茶
道

教
室（
文
化
庁
の
支
援
金
で
企
画
し
て
い
る
伝

統
文
化
教
室
）の
お
子
さ
ん
達
に
手
伝
い
を
お

願
い
し
ま
し
た
。お
子
さ
ん
達
が
今
回
の
経
験

を
励
み
に
、よ
り
茶
道
が
好
き
に
な
り
、長
く
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。お
茶
に
携
わ
っ

て
い
る
私
達
が
、お
子
さ
ん
達
を
正
し
く
指
導

す
る
こ
と
で
、伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
下
水
道
フ
ェ
ア
の
茶
席
で
し

た
。　　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
中
園 
宗
慧
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
コ
ー
ナ
ー
も
、好
評
で
子
ど
も

さ
ん
達
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
み
な
さ
ん
が
生
け
花

を
、身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
華
道
部
・
宮
原 

悦
子
）






